










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・Ihad been happy ifthegeneralcamp,/
Pioneersandal,hadtastedhersweetbody,/So
Ihadnothingknown・（3.3.348-50）.この言葉
は，オセロにとって，世間での「評判・名誉」が失
われていても，それを知らないで，デズデモーナに
愛されていると信じていられたら，それで自分は満
足だったということである。オセロの主体形成は
「評判・名誉」よりもデズデモーナの愛情にかかっ
ている。むろん，本人が知らないということは，本
人の主体にとっては「名誉」も失われていないので
あり，したがって本人の主体形成には「名誉」がや
はり重要なのだ，という論理も成り立つかもしれな
い。しかし，ここでのオセロの激怒は，世間の「名
誉」よりもデズデモーナの愛情のほうが，オセロに
とって大切であることを感じさせる。だからこそ，
オセロはイアゴーに向かって，「私の愛する人が娼
婦だという目に見える証拠を出して見せろ，さもな
くば，永遠の魂に誓って，私の怒りに触れるよりは，
犬に生まれたほうがよかったと思わせてくれる」
・Vilan,besurethouprovemyloveawhore,/
Besureofit,givemetheocularproof,/Orby
theworthofman'seternalsoul/Thouhadst
beenbetterhavebeenbornadog/Thananswer
mywakedwrath!・（3.3.362-66）と激怒のあまり
脅すのである。イアゴーはデズデモーナの貞潔を疑
わせ，結果として，オセロは激情をコントロールで
きなくなる。これによってオセロは人間性を備えた
より完全な男性としての主体を喪失するだけでなく，
軍人としての主体も喪失して，キャシオのいう人間
の動物的な部分を主体とした怪物となる。それはオ
セロがこれまで自分の内なるものとして抱えながら，
ヴェニスの外の野蛮な存在として打ち倒してきたも
のとの同化を意味する。復讐に駆り立てられたオセ
ロは次のように言う。・Arise,blackvengeance,from
theholow hel,/Yieldup,Olove,thycrown
andheartedthrone/Totyrannoushate!・（3.3.
450-52）.このときオセロは，武人でも，愛を手に
した男性でもなく，憎悪（＝イアゴー）を副官にし
た暴力的男性に変身する。
そのあと，オセロはもう一度，軍人としての主体
を回復しようとする。復讐に駆られるのではなく，
オセロはデズデモーナを殺すことの理由を見出そう
とする。殺害の場面でオセロは，・cause・（5.2.1）
と言いながら殺す。最後に彼を支えたのは・cause・
である。激情に駆られたものの，デズデモーナを殺
害しようと寝室に入ったときのオセロは暴力的では
ない。まだ愛したいと欲しながら，姦淫の罪は許し
難い。ヴェニスの厳しい法に従おうとするオセロの
姿がある。昔の高潔な軍人としての自分を取り戻す
ため，激怒からでなく，裁きを行おうとする姿がそ
こにある。「結婚という呪縛」・curseofmarriage・
（3.3.272）から自らをもう一度解き放ち，軍人と
しての主体を取り戻そうとする。
しかし，デズデモーナの不義が，オセロの誤解に
もとづくもので，正義の代理としての自らの主体形
成が無に帰したとき，オセロがそれまでの軍人とし
ての主体を失ったと考えるのも当然である。オセロ
は軍人を形容する言葉である・valiant・がもう自分
にはないという。・Iamnotvaliant,neither・（5.2.
241）.ホニンガムはオセロの自己評価がここから始
まるという（323）。
最期を前に自分の行いを弁じながら，オセロは自
己の最後の主体形成を行おうとする。彼は自らをト
ルコ人に喩え，そのトルコ化した自分を処罰するこ
とで，トルコ征伐をしたかつての自分の行為を繰り
返し，ヴェニスの軍人としての主体を回復しようと
するのである（5.2.349-54）。そしてここにオセロ
の主体の最後のゆらぎが感じられる。オセロは自ら
をヴェニスの軍人として，ヴェニスの敵トルコを倒
すことを象徴的に演じることで，彼に内在するキリ
スト教徒に改宗したムーア人という，ヴェニスの軍
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人にとって危うい主体を消し去ろうとする。しかし，
ヴェニスの法にかけることなく，キリスト教で禁じ
られた自殺でもって，ヴェニスの将軍（オセロ）を
裁くことは，ヴェニスの規範を無視して自分の規範
に従って行動することにもなる。オセロに内包する
主体のゆらぎは最後まで消えないのである。
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注
1 本稿で主体形成という言葉を使っている意味は，
構築された主体というぐらいのゆるい意味で使っ
ている。したがって，適宜，イメージなどという
言葉に置き換えていることがある。またその主体
形成とは観客・読者が想定するものを考えている。
2 EdelmanにはHenryBarrettについての記述
は特になく，Bibliographyにも記載が見つけら
れなかったが，インターネットでのキーワードに
よる検索からは，おそらくTheCaptain・sBook
（1562）という本を書いた著者と思われるが，詳
細は不明。
3 スミスは当時の男性の英雄像について少なくと
も5つのタイプを提示できるとしている。それ
らはthechivalrousknight,theHerculeanhero,
thehumanistmanofmoderation,themer-
chantprince,thesaucyjackである（Smith4
4）。 なお，本稿で「ヘラクレス的」という場合
はこのスミスのここでの意味で用いてある。
4『オセロ』からの引用及び引用行数は，The
ArdenShakespeare（ThirdEdition）による。
5 2004年5月8日滋賀県立芸術劇場びわ湖ホー
ルでの上演による。
『オセロ』における男性の主体のゆらぎ
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6 最近の版本の傾向については，『シェイクスピ
ア大事典』の金子雄司による1980年代以降の版
本の項（176-80）が至便である。
7 チンティオーについては，アーデン版の補遺3
に掲載されているものを参照。
（2008年10月20日受付）
（2009年1月21日受理）
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